
L. v. Beethoven 弦楽三重奏曲第4番　ハ短調、作品9の3番、第二楽章（ハ長調）のソナタ形式と和声構造

小節 1 3 5 7 11 14 16 19 22 26 30 33 35 37 39 42 45 48 50

提示部（21小節、繰り返し無し） 展開部（11小節） 再現部（15小節） 結尾部（８小節）
（13小節） （8小節） 第一主題使用 （4小節） （8小節）

主楽節（10小節） 移行部(3小節) 副楽節 主楽節 副楽節

主音

H

E

A

D

G T2

C T1 T1 T1 T2

F 再現部参照 T1

B 提示部一回、 再現部二回

Es T1

As

凡例

長調

短調

和声的に安定していない移行部

長調の属和音を中心とする部分

短調の属和音を中心とする部分


